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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】令和2年6月11日(2020.6.11)

【公開番号】特開2020-63743(P2020-63743A)
【公開日】令和2年4月23日(2020.4.23)
【年通号数】公開・登録公報2020-016
【出願番号】特願2019-237690(P2019-237690)
【国際特許分類】
   Ｆ０２Ｍ  37/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０２Ｍ   37/00     　　　Ｚ
   Ｆ０２Ｍ   37/00     ３０１Ｊ
   Ｆ０２Ｍ   37/00     ３４１Ｚ
   Ｆ０２Ｍ   37/00     ３０１Ｒ
   Ｆ０２Ｍ   37/00     　　　Ｋ

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月14日(2020.4.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料貯蔵空間及び霧化空間を含む超音波燃料タンクと、
　外部の主燃料タンクから前記超音波燃料タンクに燃料を供給するための入力パイプと、
　前記入力パイプと前記超音波燃料タンクの間に設けられ、前記燃料貯蔵空間内の燃料量
を一定に維持するように構成された油量調整装置と、
　前記超音波燃料タンクの下部に設けられ、前記燃料貯蔵空間内の燃料を霧化させるため
の少なくとも一つ以上の超音波振動子と、
　前記超音波振動子を駆動するための超音波振動子コントローラと、
　前記超音波振動子によって霧化された燃料を燃料噴射装置に供給するための出力パイプ
と、
　前記出力パイプから前記超音波燃料タンクの内部に所定の長さだけ延長され、先端に開
口部を有する出力パイプ延長部と、
　前記超音波燃料タンクを介さずに前記主燃料タンクから前記燃料を前記燃料噴射装置に
供給する量を調整するための燃料調整部と、
　前記出力パイプを介して前記霧化された燃料が前記燃料噴射装置に供給されることによ
って内部の圧力が低下すると開放され、前記超音波燃料タンクの内部に空気を注入するた
めの空気吸入部と、
　を備え、
　前記空気吸入部は、前記超音波燃料タンクの側面に前記開口部より上方に位置する、
　超音波燃料供給装置。
【請求項２】
　前記燃料調整部は、前記主燃料タンクと前記燃料噴射装置を接続する燃料供給パイプに
流れる前記燃料の量を調整するためのバルブと、前記燃料噴射装置が噴射する燃料によっ
て作動する内燃機関または燃焼装置の作動状態によって前記バルブを制御する第１バルブ
コントローラを含む、
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　請求項１に記載の超音波燃料供給装置。
【請求項３】
　前記油量調整装置は、前記燃料貯蔵空間内の燃料の油位を検出するための油面計と、前
記入力パイプと前記超音波燃料タンクの間に設けられた第１油量調整バルブと、前記油面
計が検出した油位によって前記第１油量調整バルブの開放量を調整する第２バルブコント
ローラを含む、
　請求項１に記載の超音波燃料供給装置。
【請求項４】
　前記油量調整装置は、前記入力パイプと前記超音波燃料タンクの間に設けられ、前記超
音波燃料タンク内の油位と同一の油位を維持するように構成された油量制御用燃料タンク
と、前記油量制御用燃料タンクの油位を検出するための油面計と、前記入力パイプと前記
油量制御用燃料タンクの間に設けられた第２油量調整バルブと、前記油面計が検出した油
位によって前記第２油量調整バルブの開放量を調整する第２バルブコントローラを含む、
　請求項１に記載の超音波燃料供給装置。
【請求項５】
　前記空気吸入部は、前記超音波燃料タンクの壁面に形成した空気吸入口と、前記空気吸
入口を前記超音波燃料タンクの内部で密閉するための蓋と、前記蓋が前記空気吸入口を密
閉するように弾性力を提供する弾性部材を含み、
　前記超音波燃料タンク内の圧力が通常圧力のときには前記弾性部材の弾性力によって前
記蓋が前記空気吸入口を密閉し、
　前記超音波燃料タンク内の圧力が通常圧力以下に低下し、これによって内部の収縮力が
前記弾性部材の弾性力を超えると、前記蓋が引かれて前記空気吸入口を開放するように構
成された、
　請求項１に記載の超音波燃料供給装置。
【請求項６】
　燃料を貯蔵するための主燃料タンクと、
　前記主燃料タンクに接続され、燃料を供給するための燃料ポンプと、
　請求項１ないし請求項５の何れか一項に記載の超音波燃料供給装置と、
　前記燃料ポンプ及び前記超音波燃料供給装置から供給される燃料をシリンダー室に供給
するための燃料噴射装置と、
　前記燃料噴射装置によって供給される燃料で駆動する駆動部と、
　を備える、
　内燃機関。
【請求項７】
　前記駆動部は、所定の回転数区間または所定の駆動条件下で前記超音波燃料供給装置か
ら供給される前記霧化された燃料を主燃料供給系統として駆動する、
　請求項６に記載の内燃機関。
【請求項８】
　前記主燃料供給系統において、前記超音波燃料供給装置を介さずに供給される燃料の供
給比率が総燃料供給の４９％以下であり、
　前記超音波燃料供給装置から供給される前記霧化された燃料の供給比率が前記総燃料供
給の５１％以上である、
　請求項７に記載の内燃機関。
【請求項９】
　前記主燃料供給系統において、前記超音波燃料供給装置を介さずに供給される燃料の供
給比率が総燃料供給の１９％以下であり、
　前記超音波燃料供給装置から供給される前記霧化された燃料の供給比率が前記総燃料供
給の８１％以上である、
　請求項７に記載の内燃機関。
【請求項１０】
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　前記駆動部は、前記所定の回転数区間または所定の駆動条件下で、前記超音波燃料供給
装置から供給される前記霧化された燃料のみで駆動する、
　請求項６に記載の内燃機関。
【請求項１１】
　燃料を貯蔵するための主燃料タンクと、
　請求項１ないし請求項４の何れか一項に記載の超音波燃料供給装置と、
　前記主燃料タンク及び前記超音波燃料供給装置から供給される燃料を燃焼室に供給する
ための燃料噴射装置と、
　前記燃料噴射装置によって供給される燃料を燃焼させるための燃焼部と、
　を備える、
　燃焼装置。
【請求項１２】
　前記燃焼部は、所定の稼働条件下で前記超音波燃料供給装置から供給される前記霧化さ
れた燃料を主燃料供給系統として駆動する、
　請求項１１に記載の燃焼装置。
【請求項１３】
　前記主燃料供給系統において、前記超音波燃料供給装置を介さずに供給される燃料の供
給比率が総燃料供給の４９％以下であり、
　前記超音波燃料供給装置から供給される前記霧化された燃料の供給比率が前記総燃料供
給の５１％以上である、
　請求項１２に記載の燃焼装置。
【請求項１４】
　前記主燃料供給系統において、前記超音波燃料供給装置を介さずに供給される燃料の供
給比率が総燃料供給の１９％以下であり、
　前記超音波燃料供給装置から供給される前記霧化された燃料の供給比率が前記総燃料供
給の８１％以上である、
　請求項１２に記載の燃焼装置。
【請求項１５】
　前記燃焼部は、前記所定の回転数区間または所定の駆動条件下で、前記超音波燃料供給
装置から供給される前記霧化された燃料のみを使用する、
　請求項１２に記載の燃焼装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】

【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】
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【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図８】
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【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図１２】
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